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＜連絡事項＞
なし
[bookmark: _GoBack]
＜入室状況＞
【転出】
・山田　よし様～東病棟Cユニット5号室→南病棟Bユニット101号室

＜患者様連絡事項＞
・越後　久次郎様～船場Drから診察あり。
①点滴2本/日を日中に抜き差しで行う②大建中湯継続③モビコール継続
　　　　　　　　　との指示あり。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察実施。他室入室や奇声あり、自制できず早めに開放観察終了している。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。


・澤口　利香様～終日隔離中。8:30希望にて疼痛時ロキソプロフェンNa（60）1T服用。その後は対面時穏やかであり、危険行為はなし。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・白幡　一真様～終日隔離中。食事摂取しようとせず不食。水分摂取は声掛けにてされる。トイレ籠りを続けている。自傷行為や危険行動はなし。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・小笠原文人様～身体拘束中。体温38.8～37.8℃、頻脈あり。声がけに追視あるが発語なし。クーリング継続。拘束部位の循環障害なし。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・向谷地善朗様～身体拘束中。バイタルサイン異常なし。体動あるも危険行動はなし。循環障害、皮膚トラブル無く経過。両足背動脈触知確認。点滴トラブルなし。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

＜措置ケース検討＞
・藤井　崇史様～気分高揚・多弁さあるも他者トラブルなく経過している。引き続き措置解除に向けて支援を行っていく。

